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Ⅲ 取組の成果と課題 

１ 参加した児童の感想から 

・ 初めてスタジアムを見て、広いと思いました。

芝生がふかふかで気持ちよかったです。復興ス

タジアムが希望の光になるというお話が心に残

りました。僕は草をたくさん取りました。ワー

ルドカップを成功させるためにがんばりまし

た。列車には「三陸鉄道のたたかい（いわての

復興教育副読本）」の話を読んで乗りました。

三鉄の人たちが震災の後、がれきをよけて復旧

作業をしてくれてお客さんのために走らせたこ

とを知りました。三鉄は僕たちの町にとって大

切な鉄道だと思いました。山田駅はオランダの

風車の形のかわいい駅です。全国の人に山田に

来てほしいです。 

・ 初めて列車に乗り、列車の中から復興が進ん

でいる景色を見ることができてよかったです。 

・ グループの人と話すのは緊張したけど、来年

統合する他の学校の人と仲良くなれてよかった

です。 

・ 列車に乗って、来年、友達が多くなるんだな

と思ったので楽しかったです。 

・ 僕たちは、復興を支える人になります。震災

前よりももっと豊かな環境にしていきたいで

す。 

２ 成果と課題 

（１）成果 

・ 震災学習列車活用スクールへの取組を通し

て、東日本大震災津波の経験を風化させるこ 

となく、常に災害に対して備える気持ちをも 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つことの大切さを改めて意識する機会とな

った。また、三陸鉄道の再開やラグビーワー

ルドカップの開催など、復興への希望を象徴

する取り組みに触れ、ふるさとの新しい町づ

くりが進んでいることを実感することがで

きた。 

・ 三陸鉄道に初めて乗車した児童が多く、車

窓からの美しい景色を楽しみながら乗車す

ることができた。車内での三陸鉄道職員の方

のお話にも真剣に耳を傾け、震災当時の様子

や鉄道再開までの歩みについて学ぶことが

できた。 

・ 釜石鵜住居復興スタジアム見学では、釜石

市ラグビーワールドカップ 2019 推進本部事

務局の方のお話を通して、ワールドカップ開

催に込められた人々の想いを知り、被災地で

開催されることの意義について学ぶことが

できた。また、環境整備作業としてスタジア

ム周辺の草取り作業を行い、自分たちも大会

の開催に参画したという意識をもつことが

できた。 

・ 来年度統合する６校の児童９４名が参加し

た。説明を聞く時間が多く、児童同士の交流

の時間が少なかったが、互いに気遣いながら

仲良く活動することができた。 

（２）課題 

・ 復興教育における体験的な学習の大切さを

再認識した。年間計画に位置付けながら今後

も実施していきたいが、予算等について検討

が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


